
※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

問
理
財
課	

☎
21-

０
２
０
７

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

５
月
臨
時
会
で
副
議
長
を
選
出

５
月
17
日
に
開
か
れ
た
令
和
６
年
第

２
回
高
梁
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
新
た
に
副
議
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

副
議
長　
大お
お
月つ
き
健け
ん
一い
ち

ま
た
、
各
委
員
会
が
別
途
開
か
れ
、

次
の
と
お
り
新
た
な
委
員
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
川か
わ
上か
み
博ひ
ろ
司し

議
会
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

委
員
長　
川か
わ
上か
み
博ひ
ろ
司し

問
議
会
事
務
局	

☎
21-

０
２
７
７

令
和
６
年
度
「
創
業
塾
」

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

起
業
・
創
業
を
目
指
す
人
や
創
業
間

も
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
、
創
業
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時　

７
月
５
日
・
12
日
・
19

日
・
26
日（
４
回
・
全
て
金
曜
日
）午
後

６
時
～
８
時

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室

対
象　
市
内
で
創
業
し
た
い
人
、
ま
た

は
創
業
後
５
年
未
満
の
人

定
員　
15
名

内
容　
創
業
プ
ラ
ン
の
基
礎
知
識
、
販

路
開
拓
、
収
支
計
画
な
ど

※
こ
の
創
業
塾
は
「
産
業
競
争
力
強
化

法
」
に
基
づ
き
認
定
を
受
け
た
特
定
支

援
事
業
に
該
当
し
、
修
了
者
は
創
業
関

連
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

申
し
込
み　
６
月
28
日（
金
）ま
で
に
高

梁
商
工
会
議
所
、
ま
た
は
備
北
商
工
会

へ受
講
料　
無
料

問
高
梁
商
工
会
議
所	

☎
22-

２
０
９
１

　
備
北
商
工
会	

☎
42-

２
４
１
２

高
梁
市
建
設
技
師
養
成
奨

学
金
の
貸
し
付
け

　
高
梁
市
で
は
、
建
設
技
師
の
確
保
並

び
に
市
内
公
共
工
事
の
安
定
的
か
つ
継

続
的
な
施
工
お
よ
び
管
理
を
目
的
と
し

て
、
不
足
し
て
い
る
土
木
・
建
築
技
術

者
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
等
を
卒
業

後
、
市
の
機
関
、
ま
た
は
市
内
の
土
木
・

建
築
関
係
事
業
所
に
建
設
技
師
と
し
て

従
事
す
る
意
思
が
あ
る
学
生
に
対
し
、

奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
令
和
６
年
度
の
申
請
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学

等
に
在
籍
し
、
土
木
・
建
築
技
術
系

の
学
科
を
専
攻
し
て
い
る
こ
と
。

②
成
績
が
優
れ
、
性
行
が
正
し
く
、
心

身
が
健
康
で
あ
る
こ
と
。

③
学
校
等
を
卒
業
ま
た
は
終
了
後
、
市

の
機
関
、
ま
た
は
市
内
の
土
木
・
建

築
関
係
事
業
所
に
建
設
技
師
と
し
て

勤
務
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

申
し
込
み　
奨
学
金
借
入
申
請
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
監
理
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
提
出
先
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。（
受
付
期
間
は
貸
付
決

高
梁
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
委
員
を
募
集

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

に
、
広
く
市
民
の
意
見
・
提
案
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
高
梁
市
行
政
改
革
推
進

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
在
住
し
、
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
に
関
心
の
あ
る
18
歳

以
上
の
人

募
集
人
員　
２
名
以
内

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

※
年
２
～
３
回
の
会
議
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
会
議
出
席
の
報
酬
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
理
財
課
、
各

地
域
局
の
窓
口
へ
提
出
す
る
か
、
市

役
所
理
財
課
へ
郵
送（
〒
７
１
６
‐

８
５
０
１（
住
所
不
要
）高
梁
市
役
所
理

財
課
）、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
各
提
出
先
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

７
月
５
日

（
金
）ま
で

定
者
が
予
定
人
数
に
達
す
る
ま
で
）

貸
付
金
額　
月
額
５
万
円
〈
無
利
子
〉

（
年
60
万
円
）

貸
付
方
法　
貸
し
付
け
を
決
定
し
た
年

度
の
４
月
か
ら
学
校
や
大
学
の
卒
業
な

ど
の
月
ま
で
、
毎
年
度
４
期
に
分
け
て

貸
し
付
け
ま
す
。

定
員　
本
年
度
２
人
程
度
を
認
定（
審

査
の
う
え
決
定
し
ま
す
）

返
還
・
免
除　
市
の
機
関
、
ま
た
は
市

内
の
土
木
・
建
築
関
係
事
業
所
に
建
設

技
師
と
し
て
従
事
し
、
そ
の
期
間
が
貸

し
付
け
を
受
け
た
期
間
の
３
倍
、
ま
た

は
10
年
の
い
ず
れ
か
長
い
期
間
に
達
し

た
と
き
は
全
額
を
免
除
し
ま
す
。
た
だ

し
、
一
定
期
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

一
部
を
免
除
し
ま
す
。

問
監
理
課	

☎
21-

０
２
３
５

令
和
６
年
度
個
人
市
県
民
税
に

お
け
る
定
額
減
税（
普
通
徴
収
、

年
金
特
別
徴
収
）
の
お
知
ら
せ

デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経

済
対
策
に
お
け
る
物
価
高
へ
の
支
援
の
一

環
と
し
て
、
令
和
６
年
分
の
所
得
税
お

よ
び
令
和
６
年
度
分
の
個
人
市
県
民
税

に
お
い
て
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

定
額
減
税
の
対
象
者

令
和
６
年
度
の
個
人
市
県
民
税
所
得

割
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
８
０
５
万
円
以
下
の

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
注
）均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
納
税
義

務
者
は
定
額
減
税
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

定
額
減
税
額
の
算
出
方
法

納
税
義
務
者
本
人
お
よ
び
控
除
対
象

配
偶
者
・
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
、
令

和
６
年
度
分
の
個
人
市
県
民
税
１
万
円

が
減
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
減
税
は
す

べ
て
の
税
額
控
除（
寄
附
金
税
額
控
除

や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
）を
行
っ
た

後
の
所
得
割
額
か
ら
行
い
ま
す
。

（
注
）控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親

族
の
算
定
に
お
い
て
、
国
外
居
住
者
は

れ
な
い
金
額
は
、
第
２
期
以
降
の
納
付

額
か
ら
順
番
に
控
除
し
ま
す
。

②
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
人（
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
）の
場
合

10
月
分
か
ら
定
額
減
税
額
を
控
除
し

ま
す
。
10
月
分
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い

金
額
は
、
12
月
以
降
の
納
付
額
か
ら
順

番
に
控
除
し
ま
す
。

定
額
減
税
可
能
な
額
が
、
定
額
減
税

を
行
う
前
の
税
額
を
上
回
る
場
合（
減
税

し
き
れ
な
い
額
が
あ
る
場
合
）は
、
差
額

を
調
整
給
付
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
今
後
詳
細
が
決

ま
り
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

問
税
務
課	

☎
21-

０
２
１
４

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男

女
共
同
参
画
週
間

令
和
６
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
だ
れ
も
が
ど
れ
も
選
べ
る
社
会
に
」

で
す
。

だ
れ
も
が
、
様
々
な
場
所
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
さ
ま
ざ
ま
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
市
民
課	

☎
21-

０
２
５
４

宝
く
じ
助
成
金
活
用
の
お

知
ら
せ

（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
助
成
金
を
活
用
し
、
高
倉
地
域
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
が
冷
凍
冷
蔵
庫
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
で
行
う
各

種
行
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
有
効

活
用
し
ま
す
。

問
市
民
課	

☎
21-

０
２
５
４

対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

（
注
）算
出
し
た
減
税
額
が

所
得
割
額
を
上
回
る
場
合

は
、
所
得
割
額
が
減
税
の

限
度
額
と
な
り
ま
す
。（
均

等
割
額
へ
の
減
税
の
適
用

は
で
き
ま
せ
ん
）

定
額
減
税
の
税
額
控
除
の

方
法

①
個
人
で
納
め
る
人（
普

通
徴
収
）の
場
合

第
１
期
納
付
額
か
ら
定

額
減
税
額
を
控
除
し
ま

す
。
第
１
期
で
控
除
し
き

個人で納める人（普通徴収）の場合

年金から差し引かれる人（年金からの特別徴収 ）の場合

短
歌
短
歌  　
　
　
　
一一ひ
と
り

ひ
と
り人人
で
も
で
も
憂憂うう

い
る
こ
と
な
く
ぐ
ち

い
る
こ
と
な
く
ぐ
ち
云云いい

わ
ず
わ
ず  

楽楽た
の
た
の
し
く
す
ご
す

し
く
す
ご
す
短短う

た

う

た歌歌
のの
恵恵め
ぐ
め
ぐ
み　
　
み　
　
大大だ
い
だ
い
福福ふ
く
ふ
く
蔦蔦つ
た
つ
た
枝枝ええ

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

俳
句
俳
句  　
　
さ
さ
ゆ
り
や

　
　
さ
さ
ゆ
り
や  

折折おお

れ
そ
で

れ
そ
で
折折おお

れ
ぬ
れ
ぬ  

し
な
や
か
さ　
　

し
な
や
か
さ　
　
大大お
お
お
お
久久くく

保保ぼぼ

裕裕ゆ
う
ゆ
う
子子ここ

さ
ん（
下
谷
町
）

さ
ん（
下
谷
町
）

税
負
担

税
負
担

税
負
担

税
負
担

R6.6

R6.6

R6.4

R6.4

R7.2

R7.2

6

6

8

8

10

10

12

12

6 月分から控除
（控除しきれない場合は

8 月分から順次控除）

10 月分から控除
（控除しきれない場合は

12 月分から順次控除）

特別徴収税額
（当年度分の税額から仮特別徴収税額

を除いた税額を 3 期分徴収）

※Ｒ５年６月時点で既に確定して
おり、納税義務者にも通知済み。

仮特別徴収税額
（前年度分の税額の 1/2 を 3 期分で徴収）

R7.1

R7.1

8

8

10

10

お知らせ

12令和６年（2024）６月13 令和６年（2024）６月 高梁市の市外局番は「0866」です


